
  

  

  

  

  

        栃木市立寺尾小学校 学校経営構想（R7） 

 
                   【寺尾小中一貫教育ビジョン】                 山本有三先生 
 寺尾中           自ら考え、正しく判断し、行動できる児童生徒の育成        の教育理念 
 
       

【寺尾小の合い言葉】 

           わたしが光る みんなで伸びる 
 
・日本国憲法、教育関係法規       【本校の学校教育目標】       国の動きや社会情勢 
・学習指導要領                  〇すすんで学ぶ子          ・少子高齢化、情報化社会   
・県教育振興基本計画 2025        〇心ゆたかな子           ・グローバル化、AI化 
・下地区学校教育の重点           〇げんきな子             ・価値観の多様化 
・栃木市学校教育の重点                                   ・寺尾地区の実態 
    

【育成を目指す資質・能力】 
〇主体的に学習に取り組み、自分の考えを表現する力 

〇他者と関わり、協力する力 
〇何事にも、前向きに取り組む力 

 
 
 

【目指す学校像】           【目指す児童像】             〈目指す教職員像〉 
・「確かな学び」を保証する学校           ・めあてに向かって粘り強く学習できる児童   ・児童に対する豊かな愛情と確かな指導力を持ち、児童の学びと 
・自他の生命・人権を保証する学校          ・自分を大切にし、他人を思いやる児童         学校生活を支える教職員 
・ふるさとの人、自然、歴史、文化等を生かし、      ・進んで体を動かし、心身ともにたくましい児童    ・専門職としての資質向上を目指し、自ら研鑽に励む教職員 
保護者、地域に愛される学校                                    ・児童や保護者、地域から信頼され、つながりを大切にする教職員 
 

【学校経営方針】みんなで つながり みとめあい ねりあげる 学校 
 
（1）寺尾小の合い言葉「わたしが光る みんなで伸びる」の精神を児童、教職員に浸透させることで

集団への所属感、連帯感や愛校心、生きる力の醸成に努める。 
 
（2）小規模校の特性を強みと捉え、特別支援教育の視点に立った、児童一人一人に寄り添う教育
活動を展開するとともに、小規模校の特性を生かした教育実践を推進する。 

 
（3）寺尾地区の特性を生かして「地域とともにある学校づくり」を推進し、地域との連携を強固

にするとともに学校、家庭、地域の三者が一体となった教育活動を展開することで、地域を愛し、
地域を大切にする心を持った児童を育てる。 

           
（4）学力向上を目指して、主体的に学習に取り組み、自分の考えを進んで表現できる児童の育成を

図るため、小規模校の特性を生かした授業改善（みんなでつながりみとめあいねりあげる授
業）を意識し、同僚性を高めながらともに授業力の向上に努める 

 
（5）児童と教職員の良好な信頼関係を築くとともに、児童に集団での活動を通して、自己有用感
や達成感を味わわせる教育活動を展開し、互いに認め合い、いじめのない安心して生活できる
学校づくりに努める。 

 
（6）人権教育・健康教育を基盤とした小中一貫教育をより一層推進する。 
 
（7）学校運営協議会制度や学校評価等を活用し、教職員の学校経営参画意識を高めながら、組織

的・継続的な学校経営の改善に努める。 
 
（8）教職員の危機意識を高め、不祥事を根絶するとともに、真摯に教育に向き合う教師集団をつ

くり、児童・家庭・地域から信頼される学校を目指す。 
                                  
             
           PTA・寺尾地区アシストネット・寺尾地区関係諸団体 

  


